
平成 29 年度 事業中間報告書（12 月 1 日現在） 

コース □自主事業コース  □協働市民提案コース  ☑協働行政提案コース 

事業名 コミュニティ駄菓子屋事業 

団体名 倉敷東学区社会福祉協議会 

担当課 倉敷市健康長寿課 

 

1 事業の成果 

平成 29年度申込書（様式第 2号）に記載した「5(2)事業の実施に期待する効果」に対応する

成果を記入してください。（※実施した事業の詳細は「4事業実施記録」に記入してください。） 

 

2 事業の自己評価 

事業の成果を自己評価すると何点になりますか。計画通りであれば 100 点とします。なお，

想定を大きく上回る成果を得ている場合は 100点を超える点数を記入してください。 

 

 

3 事業の課題 

事業を実施する中で見えてきた課題を記入してください。 

  

点 110 

・幸町にて実施中の駄菓子屋事業は月１回の開催という制約はあるものの、会を重ねるに

つれ年配者が当初持たれていた負担感も薄らぎ、楽しむ姿が見られるようになった。また、

年配者が小学生と遊び、大学生と色々な話で盛り上がる場面も見られている。 

・年配者もそれぞれの若い時代に得意であったものや、今習っている習い事を学生に教え

るなど、生き生きした時間を過ごされるようになってきたと感じている。 

・倉敷市社会福祉協議会主催の「第７回 生活・介護支援サポーター養成講座」に健康長

寿課と参加し本事業について紹介した結果、興味を持った受講生がおられ 12 月には実習生

数名を受け入れの予定、と他地区に広がる土台も出来つつある。 

・高齢者の生きがいや居場所づくりを掲げた本事業、駄菓子屋はあくまでも人集めの一つ

の手段であるが、①宣伝はしているが、子どもの参加が以外に少ない、②他町内に在住の

社協関係者の参加はあるが、町内にお住まいの年配者の参加がまだ「役員さん」以上に広

がっていない、③健康長寿課の声かけで 11 月に実施した「音楽療法の時間」は参加者間に

一体感があった、 これらから他人に薦める（広げる）ためには、駄菓子屋事業ではある

が、参加者がまず行って面白いと思えるよう魅力ある企画も必要ではないかと思われる。 



4 事業実施記録 

実施した事業の詳細を記入してください。 

実施内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象 

者の人数 

駄菓子屋事業準備 

 打合せ（事業説明、開催日・担当決定） 

 打合せ（情報共有と準備の詰め） 

 買い物かご・新聞紙で袋作り 

 

平成 29.04.27 

平成 29.05.10 

平成 29.05.17 

 

幸町会館 

  〃 

  〃 

 

15 

  14 

  11 

 

  6 

  6 

    7 

幸町にて「コミュニティ駄菓子屋」Open！ 

 （毎月第３土曜日） 

平成 29.06.17 幸町会館 

 136 名 参加 

 

 8 

 

128 

駄菓子屋開店 

 

 注：9 月は台風接近により中止 

 

  11 月は音楽療法 

＝5 人ひと組が 5 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 「ZEN-ON ふれあいドラム」で音楽演奏 

6 月以降は、 

平成 29.07.15 

平成 29.08.19 

平成 29.10.21 

平成 29.11.18 

幸町会館 

  50 名 

  49 名 

    24 名 

  37 名 

 

15 

  5 

   6 

   7 

 

 

  35 

44 

  18 

  30 

前月結果報告・今後の準備や意見交換 

毎月の駄菓子屋開店前に担当者と打合せ 

 

健康長寿課との打合せ 

健康長寿課と幸町町内会とで意見交換 

 

7/01、8/05、9/02 

10/14、11/04 

10/13 

10/25 

 

倉敷町家トラスト 

 

倉敷市役所 

幸町会館 

  

各 2 

 各 2 

  5 

  11 

 

 

 

 

  7 

他地区への展開のための活動 

FM くらしき出演 

活動紹介 

・「生活・介護支援サポーター養成講座」 

・豊橋市視察団に地区社協活動紹介の中で  

 

 

平成 29.09.07 

 

平成 29.11.12 

平成 29.11.15 

 

アリオ倉敷内 

 

健康福祉プラザ 

倉敷美術館 

 

  2 

 

  4 

  2 

   

聴取者 

 

約 40 

13 

 


